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代表・一般質問（要旨）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
積
極
的
に
推
進
せ
よ

【
問
】
区
長
の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
以
前
の
区
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。

　

し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た

め
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
で
あ
る

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
「
持
続

可
能
な
社
会
」
を
目
指
す
取
り
組
み

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

国
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
優
れ
た
施
策
を

提
案
し
た
自
治
体
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
」
に
選
定
す
る
制
度
が
あ
る

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
庁
内
連
携
を
図
り
、
総
合

的
か
つ
効
果
的
に
施
策
を
推
進
し
て

い
く
た
め
の「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
」

の
よ
う
な
組
織
横
断
的
な
場
を
設
け

る
考
え
は
な
い
か
。

【
政
策
経
営
】
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
係

る
機
運
醸
成
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
ゴ
ー
ル
実
現
に
向
け
た
職
員
の
政

策
形
成
能
力
や
実
現
力
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る
た
め
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
は
多
岐

に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
全
庁
的
な

推
進
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
た

め
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
」
の
よ
う

な
組
織
の
設
置
に
向
け
て
取
り
組
む
。

今
こ
そ
区
内
企
業
の
活
性
化
支
援
を

【
問
】
経
済
の
発
展
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
区
内
の

企
業
活
動
が
活
発
に
な
れ
ば
、
子
ど

も
た
ち
も
働
く
こ
と
に
夢
や
希
望
を

持
ち
、
そ
の
ま
ま
足
立
区
で
働
い
て

も
ら
え
ば
区
内
経
済
の
持
続
可
能
性

を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
こ
そ
企
業
の
活
性
化
支
援
が
必

要
だ
が
、
今
後
、
区
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

区
外
か
ら
上
場
企
業
を
誘
致
す
る
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

【
産
業
経
済
】
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を

踏
ま
え
、
社
会
課
題
解
決
に
取
り
組

む
企
業
活
動
を
支
援
し
、
子
ど
も
た

ち
が
夢
や
希
望
を
持
っ
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
区
内
企
業
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
く
。
区
外
上
場
企

業
の
誘
致
は
、
ま
ず
企
業
と
の
連
携

事
業
を
庁
内
各
所
管
と
共
に
区
内
で

展
開
し
、
関
係
構
築
に
努
め
る
。

学
童
保
育
室
に
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
を

【
問
】
小
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
に
伴
い
、
学
童
保
育
室
に
も
児
童

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
宿
題
等
の
学
習
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
構

築
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

【
地
域
】
学
童
保
育
室
に
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
小
学
校

の
教
育
現
場
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
活
用
状
況
を
踏
ま
え
、
年
度
内
を

目
途
に
学
童
保
育
室
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
。

区
有
施
設
に
通
信
環
境
の
整
備
を

【
問
】
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
等
で
は
、

施
設
内
で
も
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
が
つ
な
が

ら
な
い
エ
リ
ア
が
あ
っ
た
り
、
未
整

備
の
施
設
も
多
い
。
す
べ
て
の
区
有

施
設
へ
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
を
計
画
的
に
整

備
す
べ
き
だ
が
伺
う
。

【
政
策
経
営
】
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
整
備
に

は
新
た
な
設
置
・
運
用
の
経
費
が
発

生
す
る
。
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
の

貸
し
出
し
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

今
後
、
各
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
等
の

利
用
状
況
等
を
検
証
し
、
必
要
な
施

設
や
機
器
の
数
量
を
見
極
め
な
が
ら
、

優
先
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
整

備
し
て
い
く
。

工
事
入
札
の
不
調
を
改
善
せ
よ

【
問
】
昨
今
、
区
内
公
共
工
事
の
入

札
不
調
が
多
く
、
昨
年
４
月
か
ら
本

年
８
月
ま
で
の
主
な
工
事
入
札
案
件

282
件
中
、
36
件
が
不
調
だ
っ
た
。
不

調
に
至
っ
た
原
因
を
分
析
し
改
善
に

つ
な
げ
る
た
め
、
足
立
区
公
契
約
等

審
議
会
で
の
検
証
や
庁
内
で
の
検
討

を
し
っ
か
り
行
う
べ
き
だ
が
伺
う
。

【
総
務
】
入
札
不
調
の
主
な
要
因
は
、

区
の
受
注
制
限
等
に
よ
り
入
札
無
効

と
な
る
場
合
や
入
札
参
加
希
望
者
が

全
者
辞
退
す
る
場
合
等
が
あ
る
。
現

在
、
工
事
発
注
の
方
法
全
般
を
足
立

区
公
契
約
等
審
議
会
で
審
議
を
行
っ

て
お
り
、
適
切
に
改
善
し
て
い
く
。

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
避
難
所
へ

【
問
】
第
一
次
避
難
所
の
体
育
館
が

２
階
や
３
階
に
あ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
無
い
小
学
校
は
11
校
、
中
学
校
は

２
校
あ
る
。
駅
等
で
利
用
さ
れ
て
い

る
車
い
す
の
階
段
昇
降
機
を
備
え
て

は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
独
立
体
育
館
の
ト
イ
レ
は

洋
式
化
率
が
低
く
、
車
い
す
対
応
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
計
画
的
に
図
る
べ
き
だ
が
伺
う
。

【
施
設
営
繕
】
現
在
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
無
い
学
校
に
車
い
す
昇
降
機
を
設

置
す
る
予
定
は
な
い
が
、
今
後
の
改

築
等
に
合
わ
せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
て
い
く
。

　

な
お
、
令
和
４
年
度
ま
で
に
小
・

中
学
校
校
舎
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
工

事
を
進
め
、
完
了
次
第
、
独
立
体
育

館
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
着
手
す
る
。

早
期
発
見
で
早
期
治
療
に
つ
な
げ
よ

【
問
】
３
歳
児
健
診
の
視
覚
検
査
で

は
、
屈
折
検
査
の
導
入
で
、
弱
視
発

見
の
精
度
が
向
上
し
、
見
逃
し
防
止

が
期
待
で
き
る
。
弱
視
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
フ
ォ

ト
・
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
を
用
い
た
屈
折

検
査
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

【
衛
生
】
弱
視
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
は
大
変
重
要
と
考
え
る
。
フ
ォ

ト
・
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
の
導
入
は
、
国

の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
導
入
の
是

非
等
を
区
医
師
会
の
眼
科
医
会
や
小

児
科
医
会
と
現
在
検
討
し
て
い
る
。

実
情
に
合
わ
せ
た
延
長
措
置
を

【
問
】
コ
ロ
ナ
禍
で
定
期
予
防
接
種

を
有
効
期
限
内
に
接
種
で
き
な
か
っ

た
方
に
対
し
、
多
く
の
自
治
体
が
接

種
期
限
延
長
を
実
施
し
て
い
る
。

　

特
に
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
保
護
者
か
ら
延
長
措
置

を
求
め
る
声
が
多
く
あ
る
。
保
護
者

の
心
情
に
寄
り
添
い
、
接
種
期
限
の

延
長
を
し
て
は
ど
う
か
。

【
衛
生
】
接
種
期
間
内
に
接
種
す
る

こ
と
が
重
要
だ
が
、
保
護
者
か
ら
要

望
が
多
い
高
校
１
年
生
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
急
拡
大
の
影

響
で
接
種
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
接
種
期
間
の
１
年
延
長

を
早
急
に
実
施
す
る
。

す
べ
て
の
子
ど
も
に
学
び
の
機
会
を

【
問
】
現
在
、
区
が
実
施
す
る
足
立

は
ば
た
き
塾
や
中
１
夏
季
勉
強
合
宿

は
参
加
者
数
に
制
限
が
あ
る
。
補
習

講
座
に
も
人
数
制
限
が
あ
る
が
、
今

後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
導
入
し
、
広
く

希
望
す
る
児
童
・
生
徒
対
象
の
補
習
・

講
習
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

【
教
育
指
導
】
今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
し
て
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
補
習

講
座
の
一
部
に
試
行
的
に
導
入
す
る
。

来
年
度
に
向
け
、
児
童
・
生
徒
数
の

拡
大
と
併
せ
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
質
の

高
い
補
習
・
講
習
に
有
効
活
用
で
き

る
よ
う
検
証
と
検
討
を
進
め
る
。

つ
な
ぐ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
支
援
を

【
問
】
く
ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
セ

ン
タ
ー
の
39
歳
以
下
の
相
談
は
、
毎

月
100
件
を
超
え
て
い
る
。
「
働
き
た

い
」
と
い
う
思
い
に
対
し
、
関
係
機

関
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
、
「
学
び

た
い
」
若
年
者
に
は
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
た
学
び
直
し
の
仕
組

み
を
作
る
こ
と
が
重
要
だ
が
伺
う
。

　

ま
た
、
そ
の
後
の
見
守
り
や
成
果

を
確
認
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

べ
き
だ
が
伺
う
。

【
政
策
経
営
】
「
働
く
」
・
「
学
ぶ
」

そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
体
系

化
し
、
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議
で
相

談
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
機
関

に
つ
な
ぐ
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

　
「
働
く
」に
関
す
る
支
援
機
関
に
は
、

仕
事
で
即
戦
力
に
な
る
資
格
取
得
等

の
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
を
、

「
学
ぶ
」
に
は
、
都
の「
学
び
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
」
等
を
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
支
援
機
関
に
つ
な
い
だ
後

に
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議
で
一
定
期

間
見
守
り
を
行
っ
た
結
果
や
成
果
を

確
認
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
。

旧
本
木
東
小
学
校
跡
地
の
進
捗
は

【
問
】
昨
年
第
３
回
定
例
会
で
、
旧

本
木
東
小
学
校
と
隣
接
す
る
区
立
本

木
一
丁
目
中
公
園
等
の
一
体
的
な
整

備
を
提
案
も
含
め
質
問
し
、
そ
の
後
、

整
備
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ

れ
た
。
令
和
３
年
２
月
よ
り
既
存
校

舎
の
解
体
設
計
、
道
路
設
計
に
着
手

し
た
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
伺
う
。

【
総
務
】
既
存
校
舎
の
解
体
設
計
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
材
等
の
調
査
や
工

事
費
の
積
算
作
業
を
行
い
、
令
和
３

年
10
月
末
の
完
了
を
目
指
し
て
お
り
、

解
体
工
事
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

度
中
の
着
工
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
道
路
設
計
は
、
本
木
一
丁

目
中
公
園
内
の
道
路
新
設
等
を
検
討

し
て
お
り
、
現
在
、
現
況
測
量
を
終

え
、
必
要
な
道
路
幅
員
等
を
交
通
管

理
者
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

若
年
女
性
の
負
担
を
軽
減
せ
よ

【
問
】
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
孤

独
・
孤
立
、
離
職
、
Ｄ
Ｖ
、
生
活
困

窮
等
で
困
難
や
不
安
を
抱
え
る
女
性

の
負
担
軽
減
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

①
今
年
９
月
か
ら
小
学
５
・
６
年
生

と
中
学
生
が
利
用
す
る
学
校
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
を
配
置
し
た
が
、
来
年

度
以
降
も
予
算
化
し
、
継
続
す
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

②
適
切
な
相
談
窓
口
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
若
年
女
性
に
必
要
な
情
報
を

届
け
る
た
め
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
配
信

す
る
等
、
適
切
な
相
談
窓
口
に
つ
な

が
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
学
校
運
営
】
①
来
年
度
以
降
も
毎

年
の
予
算
に
計
上
し
て
い
く
。

【
地
域
】
②
男
女
参
画
プ
ラ
ザ
で
電

話
ま
た
は
面
談
で
女
性
相
談
を
し
て

い
る
。
区
の
相
談
窓
口
や
イ
ベ
ン
ト

等
か
ら
、
都
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
等
の

各
機
関
へ
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
様
々

な
機
会
を
捉
え
て
周
知
す
る
。

亀
田
ト
レ
イ
ン
通
り
に
信
号
機
を

【
問
】
亀
田
ト
レ
イ
ン
通
り
の
完
成

で
、
交
通
量
は
さ
ら
に
増
え
る
。
亀

田
ト
レ
イ
ン
公
園
近
く
の
Ｔ
字
路
交

差
点
や
複
合
施
設
が
計
画
さ
れ
て
い

る
亀
田
ト
レ
イ
ン
通
り
の
交
通
安
全

対
策
を
、
信
号
機
の
設
置
を
含
め
、

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
都
市
建
設
】
西
新
井
警
察
署
と
検

討
す
る
中
で
、
Ｔ
字
路
交
差
点
等
を

警
視
庁
と
現
地
調
査
を
実
施
し
、
信

号
機
の
設
置
を
お
願
い
し
た
。
特
に

子
ど
も
の
安
全
を
最
優
先
と
し
た
信

号
機
設
置
を
早
期
に
実
施
す
る
よ
う

強
く
働
き
か
け
て
い
く
。
今
後
も
各

種
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
周
辺
の
安

全
確
保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

足

立

区

議

会

公

明

党

　
　

公　

明　

党　
　

岡　

安　

た
か
し　

議
員

新
た
な
未
来
へ
！
区
民
に
寄
り

添
う
事
業
の
推
進
を

政策経営、総務、危機管理、施設営繕、区民、地域（＝地域のちから推進）、産業経済、福祉、衛生、ワクチン（＝新型コロナウイルスワクチン接種担当）、環境、都市建設、教育指導、学校運営、子ども（＝子ども家庭）･･･各部長　

　
　

公　

明　

党　
　

小　

泉　

ひ
ろ
し　

議
員

若
年
者
支
援
の
拡
充
と

本
木
地
域
の
整
備
に
つ
い
て
！

　
　

公　

明　

党　
　

さ　

の　

智
恵
子　

議
員

若
年
女
性
や
子
ど
も
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
‼

防災

防災


